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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された可決決さ可可決可決 たたされされれたたたれれたれ可
案件
要旨）旨）要旨（要旨）（（要要旨（要

可決された
案件
（要旨）

◎
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
及
び
28
年
度
の
介
護
保
険

料
の
減
額
賦
課
に
係
る
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
３

万
１
３
０
０
円
と
定
め
る
も

の
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
、

市
内
小
・
中
学
校
の
東
京
都

委
託
事
業
推
進
校
の
指
定
な

ど
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
９
２
４
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２

２
８
億
１
９
２
４
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
負
担
金

４
８
０
万
円
は
、
介
護
保
険

法
改
正
に
よ
る
低
所
得
者
の

保
険
料
軽
減
実
施
の
国
負
担

分
。
都
負
担
金
２
４
０
万
円

は
、
介
護
保
険
料
軽
減
実
施

の
都
負
担
分
。
都
補
助
金
２

８
５
９
万
８
千
円
は
、
消
費

者
行
政
推
進
交
付
金
。
委
託

金
１
７
４
４
万
７
千
円
は
、

①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
校
事
業

委
託
金
２
０
０
万
円

②
小
学
校
外
国
語
活
動
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業
委
託
金

１
４
０
万
円

③
安
全
教
育
推
進
校
事
業
委

託
金
20
万
円

④
人
権
教
育
推
進
校
事
業
委

託
金
35
万
７
千
円

⑤
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
推

進
地
域
指
定
事
業
委
託
金
１

１
９
９
万
円

⑥
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解

教
育
推
進
事
業
委
託
金
１
５

０
万
円
の
６
件
。

　

寄
附
１
０
０
万
円
は
、
東

京
福
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

東
京
福
生
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
の
寄
附
金
。
諸
収
入

１
５
０
０
万
円
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
で
、

志
茂
第
二
町
会
の
睦
会
館
建

替
え
に
伴
う
助
成
金
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
管
理
費

36
万
円
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
、

市
役
所
来
庁
者
用
車
椅
子
を

３
台
購
入
す
る
。
社
会
福
祉

費
９
６
０
万
円
は
、
介
護
保

険
法
改
正
に
よ
る
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
分
を
国
が
２

分
の
１
、
都
が
４
分
の
１
、

市
が
４
分
の
１
公
費
で
負
担

す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
合
わ

せ
一
般
会
計
か
ら
介
護
保
険

特
別
会
計
へ
繰
り
出
す
も
の
。

商
工
費
２
８
５
９
万
８
千
円

は
、
消
費
者
被
害
防
止
に
つ

い
て
の
啓
発
事
業
と
、
高
齢

者
を
対
象
に
悪
質
商
法
な
ど

の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
事
業
、
計
２
４
０
９
万
８

千
円
を
消
費
者
啓
発
事
業
委

託
料
と
し
て
計
上
。
備
品
購

入
費
４
５
０
万
円
を
計
上
し
、

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
き
自
動

通
話
録
音
機
を
高
齢
者
に
貸

与
す
る
。
教
育
総
務
費
１
７

０
４
万
７
千
円
は
、
日
本
の

伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推
進

委
託
料
１
１
０
万
円
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
推
進
校
事
業
費
２
０

０
万
円
、
安
全
教
育
推
進
校

事
業
費
20
万
円
、
小
学
校
外

国
語
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活

用
事
業
費
１
４
０
万
円
、
人

権
教
育
推
進
校
事
業
費
35
万

７
千
円
、
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
推
進
地
域
指
定
事
業
費

１
１
９
９
万
円
。
社
会
教
育

費
64
万
円
は
、
青
少
年
育
成

地
区
委
員
長
会
主
催
の
行
事

等
で
使
う
テ
ン
ト
５
張
り
を

購
入
。
予
備
費
は
、
財
源
調

整
を
す
る
も
の
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
の
み
の
補
正
で
、
介

護
保
険
料
を
減
額
し
同
額
の

繰
入
金
を
追
加
す
る
も
の
。

補
正
額
は
０
円
で
あ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
補
正

前
と
同
額
と
な
る
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
大
野
悦
子
氏
が
福
生

市
表
彰
条
例
第
３
条
第
１
項

第
２
号
に
該
当
す
る
た
め
、

自
治
功
労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
の
該
当
者
13
名
、
同

条
第
３
号
の
該
当
者
２
名
を

表
彰
す
る
も
の
。

　

第
１
号
該
当
と
し
て
、
市

議
会
議
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
柳
川　

司
氏
、
町
会
長
等

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
野
島
康

好
氏
、
上
野
昌
平
氏
、
橋
爪

賢
治
氏
、
笹
本
誠
一
氏
、
清

水
誠
二
氏
、
榎
本
博
人
氏
、

井
梅
泰
雄
氏
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
石
川
好
男
氏
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
荒
品
祐

次
氏
、
大
野
裕
氏
、
町
会
長
、

消
防
団
員
及
び
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
石
川
惠
一
氏
、

消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

現
在
も
活
躍
中
の
本
山
具
達

氏
の
各
氏
、
ま
た
、
第
３
号

該
当
と
し
て
、
市
道
用
地
と

し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ
た
田

村
半
十
郎
氏
、
絵
画
を
寄
附

さ
れ
た
栗
原
一
郎
氏
の
各
氏

を
一
般
表
彰
す
る
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
野
裕
子
教
育
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
。

▲福生市表彰式で表彰された方々

▼
４
月

３
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

監
事
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
臨
時
総
会

24
日　

例
月
出
納
検
査

▼
５
月

１
日　

代
表
者
打
合
会

８
日　

初
当
選
議
員
打
合
会

12
日　

全
議
員
打
合
会

15
日　

第
１
回
臨
時
会（
初
議
会
）

19
日　

定
期
監
査

20
日　

初
当
選
議
員
研
修
会

（
21
日
ま
で
）

　
　
　

財
政
援
助
団
体
等
監
査

22
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

三
多
摩
地
区
消
防
運
営

協
議
会
役
員
会
・
総
会

26
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
定
例
総
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

27
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

29
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
理

事
会
・
総
会

▼
６
月

２
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

16
日　

建
設
環
境
委
員
会

17
日　

市
民
厚
生
委
員
会

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

18
日　

総
務
文
教
委
員
会

19
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　

議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会

24
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

初
当
選
議
員
研
修
会

「
議　

会　

日　

誌
」

討
論

●
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
を
柱
と
す
る
安
全
保
障

関
連
法
案
の
慎
重
審
議
を

求
め
る
意
見
書

■
賛
成

　

市
民
の
関
心
を
十
分
に

尊
重
し
、
こ
れ
に
応
え
る

立
場
か
ら
、
超
党
派
で
慎

重
審
議
を
求
め
る
こ
と
は
、

議
会
の
総
意
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

与
党
は
国
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
、
丁
寧
で
慎

重
な
議
会
運
営
、
一
方
的

な
強
行
採
決
は
し
な
い
約

束
な
ど
を
求
め
る
意
義
は

大
き
く
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

憲
法
の
範
囲
内
で
必
要

な
法
整
備
を
す
る
の
は
政

府
与
党
の
責
務
で
あ
る
。

法
案
は
政
府
提
案
に
対
し
、

国
会
で
議
論
が
な
さ
れ
、

民
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
法
整
備
は
、
国
民

の
生
命
と
国
家
の
安
全
を

守
る
た
め
の
も
の
で
、
平

和
国
家
の
原
則
と
法
的
安

定
性
は
全
く
揺
ら
い
で
お

ら
ず
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

衆
議
院
憲
法
審
査
会
で

三
人
の
憲
法
学
者
が
集
団

的
自
衛
権
行
使
は
違
憲
と

発
言
し
た
。
こ
の
上
程
さ

れ
た
法
案
を
今
国
会
で
現

状
の
ま
ま
成
立
さ
せ
る
こ

と
は
、
国
民
の
信
頼
を
失

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、

審
議
を
尽
く
す
必
要
が
あ

る
。
住
民
の
声
を
国
家
へ

届
け
る
責
務
を
負
う
者
と

し
て
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

法
案
に
反
対
す
る
こ
と

あ
る
い
は
審
議
引
き
延
ば

し
を
意
図
し
て
提
出
さ
れ

た
意
見
書
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
国
際
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
抑

止
力
を
高
め
る
た
め
の
法

整
備
で
あ
り
、
中
身
を
よ

く
吟
味
せ
ず
最
初
か
ら
違

憲
と
決
め
つ
け
、
批
判
を

繰
り
返
す
こ
と
に
終
始
し

て
お
り
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

自
衛
隊
が
敵
基
地
を
攻

撃
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
後
方
支
援
を
行
う
こ

と
は
、
攻
撃
対
象
に
さ
れ

や
す
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
。
政
府
だ
け
で
憲
法

解
釈
だ
け
を
変
え
て
も
、

国
民
の
意
思
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
も
の
と
考
え
る
。

福
生
市
議
会
と
し
て
態
度

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
必

要
で
、
賛
成
す
る
。

　

本
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
の
結
果
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採

択
と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
不
採
択
理
由
）

　

自
衛
隊
が
他
国
軍
へ
の
軍
事
支
援
を
行
う
こ
と
を
可

能
と
す
る
よ
う
な
法
案
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
意
に
沿
い

が
た
い
。

●
陳
情
●


